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研究成果の概要（和文）：心理療法のトレーニングに欠かせないスーパーヴィジョンのプロセスの中で初心者・
中級セラピストはどのような経験をしているのかを、インタビュー調査・質問紙調査および実際のスーパーヴィ
ジョン場面の動画分析によって明らかにした。
まず16名の初心者・中級者にインタビューを実施し、結果として「ヴァイザーや周囲の人が超自我のように感じ
る」「SVを活用できない」などの第一段階から「救われるSV」を体験できる第二段階へのプロセスが確認され
た。
また、さらに7名の初心者において「SVによる元気づけ」が体験されている一方で「ヴァイザーに振り回され
る」体験をしている初心者もいることが確かめられた。

研究成果の概要（英文）：In the process of clinical supervision (SV), what kind of experience novice 
and intermediate level therapists have? In this study, we examined 16 therapists and later 7 novice 
therapists, of their experience as supervisee.
We found that supervisee accept SV as 'super-ego' or ‘can not fully utilize the SV’ in the first 
step. Though in second step, they feel SV as ‘being saved’ experience.From 7novice therapists, we 
found their SV experience as ‘Cheer up’ SV, but sometimes ‘fully occupied with SV’. 

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 継続的スーパーヴィジョン　初心者・中級者セラピスト　感情コンピテンス　共有不全経験
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本における心理療法のケース・スーパー

ヴィジョン（以下 SV）は、学派を超えて必
須のものであるとされながらも、概念・体制
ともに未整備なままである。とくに長期的な
視点に立った継続的 SV に関しては、そのあ
るべき形と効果ともに不明確な部分が多い。   
東山(1992)や倉光(2011)は初心者への SV 

と中級者への SV で求められることの違い
を論じているが、経験則の域を脱していない。 
さらに滝口ら（2001）は、学会でのシンポ

ジウムを総括する形で SV について多角的
な視点から考察しているが、シンポジスト間
においても SV 概念の不一致があり、概念・
体制ともに整備が求められる。さらに鑪
(2004)は多面的な角度から内容面に踏み込ん
だ形で述べているものの、実証的研究には至
っていない。 
また Hess&Hess(1983)による SV 体制の

調査を参考に、日本でも金沢(2011)が大学院
での SV に関する調査を行っている。また、
金沢・岩壁らは(金沢・岩壁,2006)以来継続し
てSV やSV と不可分の関係にある心理臨床
家の職業的発達過程に関しても Skovholt& 
Rønnestad(1992,1995)をふまえて研究して
いる。しかしながらこれらはすべて調査的研
究か初心者への SV 研究にとどまっており、
長期的視点を備えつつも具体的な臨床・SV 
データに即した研究はあまりされていない。 
そこで、本研究では大学院修士課程 1 年次

の試行カウンセリングへの SV から始まっ
て、学内実習ケースへの SV、そしてさらに
臨床経験 10 年程度までにわたる様々なヴァ
イジー（以下 Vee）とそのヴァイザー（以下
Vor）を対象にすべきと考えた。   
このように短期・長期両方の視点から SV 

の内容面や目標、さらには Vor-Vee 関係を含
めた SV への反応や主観的体験を実証的に探
ることで、SV をはじめとする心理臨床家訓
練のより効果的な在り方を具体的に模索す
る必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
大学院修士課程 1 年目の大学院生による 3 

大学院合同の試行カウンセリングへの SV、
修士課程 2 年目の院生による学内実習ケー
スへの SV、さらには大学院修了後数年目の
臨床心理士、修了後 5 年目前後の臨床心理士、
10 年目前後の臨床心理士への継続的な SV 
を、短期・長期両方の視点から検証すること
によって、長期的具体的な視野で、心理臨床
家の訓練と職業的発達に関するより有効な
知見を得ることが主な目的である。 
とくに SV 満足度、SV 作業同盟、カウン

セラー効力感尺度、セラピスト(以下 Th)の感
情コンピテンスの観点から、SV において何
がなされて、それがどのような体験となって
いるかを明らかにする。また、短期的(ミクロ)
な視点からは、Vor のどのような働きかけが、
Vee の SV 満足度を高めたり、SV 作業同盟

を強めるのかを明らかにする。また、長期的
な視点から Vor のどのような働きかけが Th 
効力感や感情コンピテンスを高めるのかを
明確化する。このような視点から SV の効果
や問題点を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1)研究 1． 
＜目的＞臨床心理士の技能の向上に果たす
SV の影響を質的に明らかにする。 
＜調査対象者＞臨床心理士養成指定大学院
臨床心理学専攻の院生 15 名（表１）、および
経験年数 1 年～11 年の臨床心理士 16 名(表
2) 
＜手続き＞大学院生には3回の試行カウンセ
リング(他大学院生を相手に、本当の悩みを
聴く）とその毎回の SV 体験についてインタ
ビュー調査を実施した。臨床心理士には事前
に大学院在学中の担当事例、臨床心理士資格
取得後 1～2年の担当事例、ここ最近 1～2年
の担当事例における体験と SV について想起
してもらうよう調査用紙に記入を求めた。そ
の後，2 時間程度，インビュー調査を実施し
た。 
＜分析方法＞グラウンデッド・セオリー・ア
プローチ(質的分析) 
 
(2)研究 2. 
＜目的＞臨床心理士養成のための初期教育
のひとつである試行カウンセリングとその
SV がもたらす効果を量的に明らかにする。 
＜方法＞研究1の対象者を含む大学生と臨床
心理士 56 名に質問紙調査を行った。「カウン
セラー感情コンピテンス尺度」鈴木（2014）、
「カウンセラーの自己効力感」（上野・金沢
2011）、さらに「スーパーヴィジョン満足度
尺度（SSQ）」「ヴァイザーヴァイジー作業同
盟 尺 度 （ SWA ）」 Efstation, Patton & 
Kardash(1990)への記入も求めた。 
   
表１．対象者（大学院生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
表 2．対象者（臨床心理士） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（3）研究 3． 
＜目的＞カウンセラーの抱く不全感や疲労
感に関して、SV がどのような影響を持ってい
るのかを質的に明らかにすることにより、よ
り効果的な SV の在り方を探る。 
＜方法＞臨床心理士養成大学院に在籍して
いる大学院生４名と、修了後、教育相談セン
ターや児童関連施設に着任した3名を対象に、
インタビュー調査を実施した。 
 
 
４．研究成果 
 研究 1.の結果、以下のようなことが明らか
になった(図 1.)。 
「Th は初めは自信のない不安定な状態であ
るが、Th 自身の努力や Cl や Vor との関わり
を繰り返すことで、自身の感情に向き合った
り、Cl との関係を深めることができるように
なっていく。さらに Th は『救われるＳＶ』
を体験し、『自身の感情に触れる』ことや、『Cl
との関係の深まり』、『Cl との二者関係からの
理解』を何度も経験することで、心理療法場
面の展開を一まとめにした Th としてのコン
ピテンスが発達していく。しかし担当事例に
よっては、また不安で自信のない状態に戻っ
たりしながら、経験を積んでいく。 
さらに、SV を受け続けることにより、自分

自身のことや、自分の感情、自身の心理療法
場面を俯瞰して眺める視点である心理療法
場面へのメタ認知や、ネガティブな感情を受
け入れるという感情に対する感情の変容、つ
まりメタ感情の変容によってコンピテンス
の発達が促されると考えられ、いわゆる「臨
床の知」(中村、1992）が形成される。」 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 1．研究 1．の結果図 
 
 研究 2．の結果、以下のことが明らかにな
った。 
SV を伴った臨床経験年数による共感性の

変化を検討するため、感情コンピテンス尺度
を分析対象とした。まず、感情コンピテンス
尺度の因子分析を行った。その結果、既存の 
8 因子ではなく、4 因子となった。そこで第 
1 因子を「自分の感情に気づく能力」因子（α
＝.860）、第 2 因子を「他者の感情を識別 し
理解する能力」因子（α＝.861）、第 3 因子
を「内的主観的感情と外的感情表出を区別す
る能力」因 子（α＝.729）、第 4 因子を「嫌
な感情や苦痛な状 況に適応的に対処する能
力」因子（α＝.563）と命名した。次に、臨
床経験 1 年未満の者と臨床経験 3 年前後～
10 年の者の 2 群に分け、初心者と熟練者と
で感情コンピテンス尺度の変化が見られる
かを検討するため t 検定を行った。 
その結果、感情コンピテンス尺度全体の得

点、感情コンピテンス尺度の第 1 因子得点、
第 2 因子得点、第 3 因子得点において各 2 
群間で有意な差がみられ、さらに、既存の感
情コンピテンス尺度の共感性に関する下位 
項目得点において 2 群間で有意な差がみら
れた。よって、上記の各得点において、臨床
経験 3 年前後から 10 年の者が臨床経験 1 
年未満のカウンセラーの者よりも有意に高
いことが明らかとなった。 一方、感情コン
ピテンス尺度の第４因子得点において臨床
経験 1 年未満の者と臨床経験 3 年前後から
10 年の者の 2 群間に有意な差は見られなか
った． 
 
研究 3．の結果以下のようなことが明らか

にされた。 
質的分析の結果 5 カテゴリー が生成され，

カウンセリング中には『共有経験』と『共有
不全経験』のどちらとも経験されることがあ
り、カウンセリングが終わった直後には、カ 
ウンセリングの共有不全経験が変化してい
き『カウンセリング後の共有不全経験』が経
験されることが明らかとなった。そしてカウ
ンセリング後、 共有不全経験で生じた不全
感などに対して『不全感の解消や元気づけ』
を行うことによって共有経験が得られるよ



う変化していくことが明らかとなった。しか
し、『バイザーに振り回される』ことによっ
て共有経験も共有不全経験へと変化してし
まう場合もありうることが明らかとなった。 
 これら 5 カテゴリーは一度経験されて終
結するのではなく、何度も繰り返し行われる
というように円環的なプロセスとして生じ
るものであった。 
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